
平

等
覚
経

の
自
然

の
思
想

(
福

原
)

平

等

覚

経

の

自

然

の

思

想

福

原

蓮

月

浄
土
経
典
中
、
所
依
の
経
典
は
曹
魏
康
僧
鎧
訳

『無
量
寿
経
』
二
巻

で
あ
る
が
其
異
訳
に
後
漢
支
婁
迦
識
訳
(訳
者
に
つ
き
異
説
あ
り
)
『
無
量

清
浄
平
等

覚
経
』
四
巻
が
あ
る
。
常
盤
大
定
博
士
著

『
訳
経
総
録
』
(後

漢
よ
り
宋
斉
に
至
る
)
に
は
訳
者
に
疑

い
を
も
ち
、
竺
法
護
の
所
出
で
あ

ろ
う
と
い
う
。
他
の
学
者
も
そ
れ
を
認
う
て
い
る
か
ら
今
は
此
説
に
従

い
た
い
。
此
経
に
は
屡
く
自
然
の
語
が
あ
り
、
私
は
そ
の
思
想
を
考
究

し
た
く
考
え
た
の
で
あ
る
。

『
無
野
寿
経
』
の
異
訳
に

『
大
阿
弥
陀
経
』
、
『
如
来
会
』
、
『
荘
厳
経
』

も
あ
る
が
、
『平
等
覚
経
』
に
は
自
然
の
語
が
最
も
多
い
。
サ

ン
ス
ク

リ
ッ
ト
本

に
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
自
然
の
語
が
何

故
に
数
多
く
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
の
は
私

一
人
で

は
あ
る
ま

い
。
真
宗
聖
教
全
書
第

一
巻
に
よ
つ
て
み
る
に
、
『
無
量
寿

経
』
は
四
七
頁
、
『
平
等
覚
経
は
』
六
〇
頁
で
あ
り
、
『無
量
寿
経
』
に

五
六
回
出

る
自
然
の
語
は
、
同
じ
比
・率
・を
以

つ
て
す
れ
ば
『
平
等
覚
経
』

に
は
自
然
の
語
は
七

一
回
で
よ
い
筈
な
の
に
、
『
平
等
覚
経
』

に
は
百

回
ほ
ど
出
る
上
、
此
の
自
然
の
語
と
同
じ
意
味
の

「自
か
ら
」
と
い
う

語
を
加
え
る
と
き
は
、
合
計
し
て
二
百
回
ほ
ど

の
自
然

の
訳
語
が
あ

り
、

こ
れ
は
異
常
な

こ
と
で
あ
る
。

此
二
経
の
訳
者
の
在
世
年
代
を
考
え
て
み
る
に
、
康
僧
鎧
は
嘉
平
四

年
壬
中
の
歳

(紀
元
二
五
二
年
)
に
中
国
で
訳
経

し
た
。
月
氏
国
婁
迦
識

は
紀
元

一
六
八
-
一

八
九
年
に
、
中
国
で
訳
出

し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
竺
法
護
訳
と
す
れ
ば
年
代
は
下
る
。
此
人
は
中
国
の
愚
承
鉤
著

『
歴
代
求
法
翻
経
録
』
に
依
れ
ば
紀
元
二
三
九
-
三

一
六
年
の
在
世
で
、

康
僧
鎧
と
略
ぼ
同
時
代
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
訳
出
に
七
、
八

十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

中
国
の
梁
啓
超
著

(『梁
任
公
近
著
』
第

一
輯
中
巻
)
「翻
訳
文
学
与
仏

典
」
に
よ
れ
ば
、
仏
典
翻
訳
は
漢
末
に
起

つ
た

が
、
初

は
未
熟
で
あ

り
、

直
訳
的
で
あ
つ
た
。
支
婁
迦
識
訳
と
す
る
と
、
此
の
人
の
訳
経
も

そ
う
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
も
し
法
護
訳
と
す
れ
ば
、
梁
啓

超
の
書
に
依
れ
ば
、
未
熟
な
意
訳
を
な
し
た

一
派
に
属
す
る
人
と
評
せ

と
ど
こ

ら
れ
る
。
そ
の
訳
文
は
麗
わ
し
く
、
法
理
の
方
面
が
文
に
滞
つ
て
、
文

義
混
雑
を
き
た
す
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
、
謝
者
は
法
護
や
支
謙
訳
の
経
文
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を
み
て
、
意
訳
の
弊
害
を
見
ぬ
く
よ
う
に
な
つ
て
い
た
と
説
く
。

『
平

等
覚
経
』

そ
の
も
の
の
訳
が
拙
劣
で
あ
る
と
評
せ
ら
れ
る
に
も
せ
よ
、

訳
者
は
仏
典
の
中
味
を
中
国
人
に
充
分
に
知

つ
て
貰
お
う
と
考
え
、
直

訳
ば
か
り
に
熱
中
せ
ず
、
格
義
と
い
う
仕
方
が
翻
訳
に
用
い
ら
れ
た
も

の
と
思
う
。

中
国
の
愚
友
蘭
著

『
中
国
哲
学
史
』
(
一
九
二
四
年
刊
)
に
依

れ
ば
、

初
期
の
仏
典
翻
訳
に
格
義
の
用
い
ら
れ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
如
き

法
雅
伝
の
中
の
格
義
の
意
味
を
紹
介
す
る
。
『高
僧
伝
』
四

(大
正
五
〇
・

三
四
七
a
)
に
い
う
。

法
雅
。
河
間
人
。
…
…
少
善
外
学
長
通
仏
義
。
…
…
時
依
門
徒
並
世
典
有
功

未
善
仏
理
。
雅
乃
与
康
法
朗
等
。
以
経
中
事
数
擬
配
外
道
書
。為
生
解
之
例
。

謂
之
格
義
。

と
。

こ
の
法
雅
は
外
典
と
仏
経
と
互
い
に
講
説
し
て
当
時

の
中
国
の
人

達
に
仏
教

を
理
解
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
所
謂
る
格
義
と
い
う
仕
方
で
、
翻
訳
す
る
に
当
た

つ
て

経
典
内
容

を
中
国
人
に
解
り
易
く
し
、
印
象
づ
け
、
仏
法
が
弘
ま
る
よ

う
に
意
訳
す
る
こ
と
を
企
て
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仏
典
が
中
国
で
訳
出
さ
れ
た
初
期
に
は
老
荘
の
学
が
盛
ん
で
、
そ
れ

は
仏
教
思

想
と
似
通
う
も
の
が
あ
り
、

こ
こ
に
格
義
が
用
い
ら
れ
た
と

愚
承
鈎
氏
は
物
語
る
。
老
荘
の
学
の
最
盛
期
は
中
国
の
南
北
朝
時
代
で

あ
つ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
時
代
に
無
量
寿
経
や
平
等
覚
経
が

翻
訳
さ
れ
た
の
で
、
経
典
中
に
は
異
常
に
多
く
の
官
然
の
語
が
入
る
こ

と
に
な
つ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ

つ
た
。

老
荘
の
学
に
お
い
て
、
主
要
要
素
を
な
す
思

想

は
無
為

自
然

で
あ

り
、
『
平
等
覚
経
』
(真
聖
全

一
・
一
〇
三
)
に
は
次

の
如
く
説
く
。

無
量
清
浄
仏
国
、
為
諸
無
央
数
仏
国
中
都
自
然
無
為
也
。

又
い
う
(同
一
二
六
)

無
量
清
浄
仏
国
、
皆
積
徳
衆
善
、
無
為
自
然
。
…
…

ま
た

『
無
量
寿
経
』
(同
上
・
三
五
)
に
い
う
。

無
為
自
然
、
次
於
泥
疸
之
道
。

又
い
う
(同
上
・
四
一
)

無
為
自
然
、
皆
積
衆
善
、
無
毛
髪
之
悪
。

と
。
、こ
れ
は
格
義
の
好
適
例
と
云
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
老
荘
思
想
を
福
永
光
司
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説

す
る

(平

凡
社
刊

『世
界
大
百
科
辞
典
』)
。そ
の
根
本
概
念
は
無
為
自
然
で
あ
る
が
、

そ
の
自
然
と
は
造
化
の
は
た
ら
き
、
天
地
宇
宙
の
理
法
で
あ
る
、

こ
の

自
然
は

一
切
の
も
の
を
生
成
し
死
滅
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
自
身
は
生
滅

を
超
え
た
超
感
覚
的
実
在
、

そ
の
は
た
ら
き
を

い
う
、
そ
れ
は
道
と
も

呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
無
為

と
は
此
の
自
然
即
ち
道
に
、
心
を
空
し
く
し

て
従
い
、
全
て
の
人
間
的
作
為
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は

有
限
的
な
人
為
を
捨

て
て
、
道
即
ち
自
然
の
無
限
と

一
つ
に
な
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
無
為
な
れ
ば
為
さ
ざ
る
な
し
と
い
う
考
え
、

此
れ

は
自
然
の
は
た
ら
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て

い
る
が
、
浄
土
教
の
主
要
経
典
で
あ
る

『
無
量
寿
経
』
や
『
平
等
覚
経
』

平

等
覚
経

の
自
然

の
思
想

(
福

原
)
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平
等
覚
経
の
自
然
の
思
想

(福

原
)

の
中
核
を

な
す
思
想
は
、
此
の
老
荘
の
学
の
自
然
無
為
の
思
想
と
同
趣

の
も
の
を
も
ち
、
二
経
の
翻
訳
が
格
義
的
翻
訳
を
さ
れ
る
に
至

つ
た
の

も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

此
等
二
経
の
自
然
に
は
、
無
為
自
然
、
業
力
自
然
及
び
願
力
自
然
の

三
種
が
あ

つ
た
。

さ
き
に
無
為
自
然
の
訳
語
の
あ
る
処
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
無
為
自

然
は
依
報
と
い
う
浄
土
の
状
景
を
示
す
に
止
ま
ら
ず
、
清
浄
世
界
を
あ

ら
し
め
る
真
如
を
示
す
の
で
あ
る
。
以
下

『
平
等
覚
経
』
(頁
数
は
真
宗

聖
教
全
書

一
に
依
る
)
の
無
為
界

の
自
然
を
述
べ
る
例
を
示
そ
う
。

悉
自
於

一
蓮
華
上
、
坐
則
自
然
乱
風
起
、
其
乱
風
者
、
亦
非
世
間
之
風
也
。

是
乱
風
者
、
都
為
八
方
上
下
衆
風
中
之
自
然
、
都
相
合
会
、
共
化
生
耳
。
共

乱
風
亦
不
大
寒
亦
不
大
温
、
常
和
調
中
適
其
淳
好
無
比

(九
〇
以
下
)

華
小
萎
則
自
然
乱
風
吹
、
…
…
則
復
四
方
復
自
然
乱
風
起
吹
七
宝
樹
、
皆

自
作
五
音
声

(九

一)

乱
風
吹
華
復
自
然
散
…
…
華
堕
地
則
自
然
風
復
吹
萎
華
、
悉
自
然
去
、
則

復
四
方
自
然
乱
風
起
吹

(九

一
)

其
華
香
万
種
自
然
之
物
者
、
亦
非
世
間
之
物
也

(九
二
)

則
自
然
乱
風
吹
萎
華
去

(九
二
、
九
三
、
九
四
、
九
五
、
九
六
)

前
悉
有
自
然
七
宝
鉢
中
、
皆
有
自
然
百
味
飲
食

(九
五
)

此
百
味
飲
食
者
、
都
為
八
方
上
下
衆
自
然
之
飲
食
中
精
味
。
其
香
美
無
有

比
。
都
自
然
化
生
耳

(九
六
)

食
亦
不
多
亦
不
少
、
悉
自
然
平
等

(九
六
)

即
四
方
自
然
乱
風
起
吹
国
中
七
宝
樹
、
七
宝
樹
皆
復
作
五
音
声

(九
六
)

乱
風
吹
七
宝
樹
、
華
復
如
前
皆
自
然
散
無
量
清
浄
仏
及
諸
菩
薩
阿
羅
漢
上

(九
七
)

華
小
萎
則
自
然
乱
風
吹
萎
華
悉
自
然
乱
風
吹
華
如
是
四
反

(九
七
)

皆
持
天
上
万
種
自
然
之
物
、
百
種
雑
色
華
、
百
種
雑
香
…
…
(
九
七
)

是
諸
天
皆
自
然
在
虚
空
中

(
一〇
八
)

見
無
量
清
浄
仏
国
界
辺
自
然
七
宝
城

(
一
一
〇
)

舎
宅
中
自
然
内
外
皆
有
七
宝
浴
池

(
一
一
〇
)

浴
池
中
亦
有
自
然
華

(
一
一
〇
)

復
於
七
宝
水
池
蓮
華
中
化
生
則
自
然
長
大

(
一
一
二
)

以
上
の
平
等
覚
経
の
無
為
自
然
の
浄
土
の
風
光
に
相
当
す
る
も
の
が
、

『
無
量
寿
経
』
に
も
あ
り
、
同
じ
く
自
然
の
語
で
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、

繁
を
厭
い
文
章
は
省

略
す
る
。
(但
し
『
真
宗
聖
者
全
書
』

一
の
頁
を
以
っ

で
示
せ
ば
次
の
如
し
-
一
九
、
一
一〇
、
二
一
、
二
三
、
二
八
、
四
三
、
四
六
)

上
述
し
た
自
然
は
依
報
で
あ
り
、

こ
れ
は
要
す
る
に
自
然
無
我
の
縁

起
で
あ
り
、

そ
れ
は
華
厳
に
所
謂
る
性
起
の
世
界
無
云
つ
て
も
よ
く
、

そ
れ
を

『
平
等
覚
経
』
(二
〇
)
に
は
説
い
て
云
う
。
「是
万

種
之
物
、

都
為
八
方
上
下
衆
物
自
然
、
共
合
会
化
生
耳
」

と
。

こ
の
依
報
は
正
法
と
不
二
な
の
で
あ
つ
て
、
正
報
は
心
で
あ
り
、
法

界
の
主
人
公
と
も
云
う
べ
き
も
の
、
そ
の
悟
り
の
主
人
公
が

『
平
等
覚

経
』
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

則
皆
自
然
随
意
在
所
欲
、
喜
楽
不
違
其
心
中
所
欲
願
也

(九
一
)

其
諸
菩
薩
意
欲
得
万
種
自
然
之
物
。
…
…
(
九
二
)

意
欲
得
者
則
自
然
化
生
在
前
。
意
不
用
者
、
便
則
自
化
去

(
九
二
)
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諸
菩
薩
意
各
欲
得
四
十
里
華
、

則
自
然
四
十
里
華
在
前

(
九
二
)

自
然
に
欲
し
て
得
ら
れ
る
華

の
小
さ

い
も

の
、

こ
れ
ら
を
次

々
に
説
く
。

(
平
等
覚
経
九
三
、
九

四
、
九
五
)

諸
菩
薩
心
意
倶
大
歓
喜
踊
躍
、
皆
在
虚
空
中
、
共
持
華
則
散
諸
仏
及
諸
菩

薩
阿
羅
漢
上
、
華
都
自
然
合
為

一
華
、
華
正
団
円
、
周
匠
各
適
等
。
華
転
倍

前
極
自
軟
好
、
転
勝
於
前
華
好
、
数
百
千
色

(九
五
)

自
然
伎
楽
、
楽
仏
及
諸
菩
薩
阿
羅
漢

(九
五
)

仏
言
無
量
清
浄
仏
及
諸
菩
薩
阿
羅
漢
欲
食
時
、
則
自
然
七
宝
机
、
自
然
劫

波
育
、
自
然
厨
鋭
、
以
為
座

(
九
五
)

皆
灌
其
中
百
味
飲
食
、
自
恣
者
随
意
則
至
。
亦
無
所
従
来
、
亦
無
有
供
作

者
、
自
然
化
生
耳

(九
六
)

食
亦
不
多
亦
不
少
、
悉
自
然
平
等

(九
六
)

諸
飯
具
、
鉢
、
机
、
坐
、
皆
自
然
化
生
、
欲
食
時
乃
復
化
生
耳

(九
六
)

諸
菩
薩
阿
羅
漢
皆
心
清
潔
、
不
慕
飯
食
、
但
用
作
気
力
耳
。
皆
自
然
消

散
、
慶
尽
化
去

(九
六
)

舎
宅
則
在
虚
空
中
、
皆
自
然
随
意
、
在
所
作
為

(
一
〇
三
)

則
受
身
自
然
長
大

(
一
一
〇
)

其
飲
食
時
前
亦
有
自
然
食

(
一
一
〇
)

依
正
不
二
の
正
報
亦
超
絶
無
比
の
も
の
が
あ
る
。

至
時
都
集
、
説
経
行
道
、
自
然
迫
促
応
答
遅
晩
。
道
智
卓
珠
、
超
絶
…
…

(
一
一
三
)

容
容
虚
空
中
適
得
其
中
、
中
表
相
応
自
然
、
厳
整
捻
敏
端
直
、
身
心
浄
潔

…
…
(

一
一
四
)

過
度
解
脱
、
敢
昇
入
於
泥
疸
、
長
与
道
徳
合
明
、
自
然
相
保
守
(
一
一
四
)

快
意
之
滋
滋
真
真
、
了
潔
白
、
志
願
高
無
上
、清
浄
定
安
静
楽
之
無
有
極
、

善
好
無
有
比
。
魏
娩
之
耀
、
照
照
一
旦
開
達
明
徹
。
自
然
中
自
然
相
、
自
然

之
有
根
本
、
自
然
成
五
光
至
九
色
、
五
光
至
九
色
、
参
週
転
数
百
千
更
変
、

最
勝
之
自
然
。
自
然
成
七
宝
、
横
掩
成
万
物
、
光
精
参
明
倶
出
好
甚
妹
無
有

極

(
一
一
四
)

欲
食
不
食
、
恣
若
其
意
、
都
悉
自
然
皆
可
得
之
。
次
於
泥
疸
之
道

(
一
一

八
)

次

の
自
は
自
然
の
意
味
で
あ
る
。

他
方
仏
国
、
皆
悉
作
善
、
作
善
者
多
、
為
悪
者
少
、
皆
有
自
然
之
物
、
不

行
求
作
、

便
自
得
之

(
一
二
六
)

端
正
中
表
自
然
作
善
、
所
願
軌
得
感
。
善
降
化
自
然
之
道
求
欲
不
死
、
則

可
得
長
寿
、
求
欲
度
世
、
則
可
得
泥
疸
之
道

(
一
二
七
)

上
記
に
相
当
す
る

「
元
量
寿
経
」
の
自
然

の
語
の
あ
る
文
は
省
略
す

る
が
、
出
拠
は
括
弧
内
の
如
七

(
一
三
、
二
〇
、
二
一
、
二
四
、
二
八
、
四

一
)
。と

こ
ろ
で
業
道
因
果
の
自
然
を
説
く
平
等
覚

経
の
文
は
多

い

(
一
一

三
、
一
二
〇
、

一
二
一
、
一
二
二
、
一
二
三
、
一
二
四
、
一
二
五
等
)
が
、
文

章
は
省
略
す
る
。

上
来
此
経
に
浄
土
の
依
正
無
為
自
然
の
叙
述

と
、
業
道
自
然
の
説
の

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
浄
土
の
依
正
を
あ
ら
し
め
る
根
源
は
、

如
来
の
願
力
に
依
る
。
こ
れ
は

『
浄
土
論
』
や

『
往
生
論
註
』
に
説
述

平
等
覚
経

の
自
然

の
思
想

(
福

原
)
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平
等
覚
経
の
自
然
の
思
想

(福

原
)

さ
れ
る
所
謂
る

「
三
種
成
就
願
心
荘
厳
」
な
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
こ
と

が

『
平
等
覚
経
』
(
一
一
四
)
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
た
。

何
不
各
精
進
努
力
自
求
索
。
可
得
超
絶
去
。
往
生
無
量
清
浄
阿
弥
陀
仏
国
、

横
戴
於
五
道
、
悪
道
自
閉
塞
。
昇
道
之
無
極
、
易
往
無
有
人
。
其
国
土
不
逆

違
、自
然
之
随
牽
。
何
不
棄
世
事
行
求
道
徳
。
可
得
極
長
生
。
寿
楽
無
有
極
。

こ
れ
と
訳
文
が
殆
ん
ど
似
通
う

『
無
量
寿
経
』
(三

一
)
の
文
を
次

に
提

げ
よ
う
。

何
不
力
為
善
、
念
道
之
自
然
、
著
於
無
上
下
洞
達
無
辺
際
。
宜
各
勤
精
進
努

力
自
求
之
。
必
得
超
絶
去
、
往
生
安
養
国
、
横
裁
五
悪
趣
、
悪
趣
自
然
閉
。

昇
道
無
窮
極
。
易
往
而
無
人
。
其
国
不
逆
違
、
自
然
之
所
牽
。

こ
れ
ら
の
文
に
お
い
て
、
便
宜
上

『無
量
寿
経
』
の
文
に
依

つ
て
考
え

る
に
、
「
何
不
力
為
善
、
念
道
之
自
然
」
と
い
う
の
は
修
因
を
す

ゝ
め

る
も
の
、
「
著
於
無
上
下
、

調
達
無
辺
際
」
と
い
う
の
は
、
利

益
を

示

す
。
「念
道
之
自
然
」
と
い
う
の
は
、
特
に
本
願
を
憶
念
す
る

こ
と
を

勧
め
る
重
要
の
旬
で
あ
る
。
そ
の

「
道
」
と
は
本
願

の
大
道
を
指
し
、

「自
然
」

と
は
願
力
自
然
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「著
於
無
上
下
、

洞
達

無
辺
際
」

と
い
う
の
は
、
所
証
の
果
体
が
法
性
平
等
で
あ

つ
て
高
下
無

く
、
竪
に
深
く
横
に
広
く
、

そ
の
辺
際
を
見
な
い
こ
と
を
い
う
。
「
著
」

と
は
顕
の
義
、
「洞
達
」
と
は
証
入
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
彼

の
果

体
に
契
う
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に

「宜
各
勤
精
進
努
力
自
求
之
」
と
い
う
の
は
修
因
を
勧
め
、

そ
れ
以
下

の

「必
得
超
絶
去
」
以
下

「昇
道
無
究
極
」
に
至
る
ま
で
の

文
は
、
横
超
の
利
益
を
示
し
、

「易
往
而
無
人
、
其
國
不
逆
違
、
自
然

之
所
牽
」
は
因
果
自
然
を
結
ぶ
文
で
あ
る
。
し
か
し

「
努
力
」
の
語
は

あ

つ
て
も
、
上
述
し
た

「念
道
之
自
然
」
で
あ

り
、
自
力
を
含
ま
ず
唯

だ
他
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
仏
の
す

ゝ
め
た
も
う
所
は
、
そ
の
本
意
は

唯
だ
他
力
に
存
す
る
。

つ
ぎ
に

「
必
得
超
絶
去
」
、
乃
至

「自
然
之
所
牽
」
の
文
が

『
教
行

証
文
類
』
の
「信
巻
」
末

(真
聖
全
二
、
七
四
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は

「
信
巻
」
末
(同
上
七
一
)
に
信
益
現
生
十
益
の
説
か
れ
た
後
に

あ

つ
て
、
信
益
を
顕
わ
す
も
の
、
ま
た

『
文
類
聚
砂
』
(同
上
四
四
六
)

に
は
同
文
が
真
実
証
の
所
に
引
用
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
は
真
実
証
を

顕
わ
す
。
そ
し
て
先
き
の
文
は
、
文
の
当
意
か
ら
云
え
ば
浄
土
の
真
証

を
彰
わ
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
広
本
の

『
尊
号
真
像
銘
文
』
(同
上
、

五
七
九
以
下
)
に
必
得
超
絶
去
以
下
の
文
を
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
意

を
参
照
し
て
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
文
は
横
超
願
力
を
顕
わ
す
も
の
で

あ
る
。
決
し
て
こ
れ
は
自
力
修
断
な
の
で
は
な

い
。
「
横
戴

五
悪

趣
、

悪
趣
自
然
閉
」
と
い
う
の
は
、
悪
趣
の
因
果
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
所
離
を
明
か
す
も
の
、
即
ち
業
力
も
願

力
に
は
、
た
ち
う
ち
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
「昇
道
無
究
極
」
と
い
う
の
は
そ
の
所
得

の
真
証

を
彰
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
此
文
の
前
に

「
洞
達
無
辺
際
」
と
説
く

も
の
と
同
意
と
み
て
よ
い
。
「昇
」
と
は
果
に
至
る
こ
と
、
「道
」
と
は

大
浬
繋
道
を
云
う
。
「無
窮
」
と
は
、
所
謂
る
究
寛

一
乗
を
指

し
、

こ

れ
は
得
果
の
至
極
で
あ
る
。
そ
の
証
果
は
、
分
段
生
死
を
離
れ
る
程
度
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の
低
い
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
極
め
て
高
く
、
究
寛
の
も
の
で
あ
つ

て
、
経

に

「
真
実
之
利
」
と
か

「為
得
大
利
」
と
説
か
れ
て
い
る
、
そ

の
大
利
を
嘆
ず
る
も
の
で
あ
る
。

「易
牲
」
と
は
、
『銘
文
』
(広
本
)
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
正
定

聚
を
云
い
、
「無
人
」
は
、
邪
定
、
不
定
喪
で
な
い
こ
と
を

示
す
。

何

故

に

「
無
人
」

と
説
く
か
と
い
う
に
、
真
実
信
心
は
得
が
た
く
、
自
力

修
善
の
人
は
多

い
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
い
う
。
「其
国
不
逆
違
、

自
然

之
所
牽
」

と
い
う
の
は
、
先
き
の
文
の
「易
牲
」
を
彰
わ
す
の
で
あ
る
。

『無
量
寿
経
』
に
五
十
六
回
ほ
ど
自
然
の
訳
語
が
あ
り
、

『
観
経
』

に
六
回
、
『
小
経
』
に

一
回
あ
り
、
『平
等
覚
経
』
に
は
甚
だ
多
い
が
、

こ
れ
は
自
然
の
語
を
用
い
て
経
典
の
意
を
取
り
、
意
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
老
荘
思
想
を
用
い
た
格
義
的
翻
訳
と
評
せ
ら
れ
る
に
し
て

も
、
決
し
て

『無
量
寿
経
』
本
来
の
思
想
で
あ
る
業
力
、
願
力
、
無
為

の
こ
こ
ろ
を
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
真
意
を
知
ら
し
め

る
た
め
に
力
を
注
い
だ
結
果
こ
の
よ
う
に
な

つ
た
も
の
と
考
え
る
。

こ

れ
ら
三
種

の
自
然
は
、
決
し
て
無
関
係
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
縁

起
関
係
、

依
他
関
係
に
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
無
為
の

世
界
、
寂
滅
無
為
浬
盤
界
と
い
う
境
地
は
、
言
説
を
超
え
た
縁
起
即
性

起
の
世
界

で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
自
然
を
以
つ
て
統

一
的
に
示
し
た

こ
と
の
意
義
は
甚
大

で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
依
報
に
も
せ
よ
、
依
正
不
二
に
も
せ
よ
、
具

体
的
に
種

々
に
表
現
し
て
も
、
そ
れ
を

「自
然
」
と
し
て
統

一
す
る
の

で
な
く
て
は
、
そ
れ
が
、
法
爾
の
道
理
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

難
く
、
ま
た
そ
れ
は
同
時
に
業
力
に
ひ
か
れ
て
迷
う
衆
生
を
救
う
如
来

の
願
力
が
起
り
、
は
た
ら
く
と
こ
ろ
の
自
然
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
難
く
、
業
力
、
願
力
、
法
爾
力
の
三
者
混
然
と
し
て
円
融
無
碍
な

る
こ
と
が
示
し
難
い
か
ら
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
よ
つ
て
結
論
と
し

て
私
は
こ
ゝ
に
、
『
平
等
覚
経
』
、
『無
量
寿
経
』

の
翻
訳
を
さ
れ
た
訳

者
の
功
績
を
大
い
に
讃
嘆

し
た
い
の
で
あ
り
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
く

思
う
の
で
あ
る
。

(叡
山
学
院
助
教
授
)

平

等
覚
経
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福
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)
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